
平成２０年度 再評価事業完了報告書

番号 事業種別 事 業 名 担 当 部・課

① 道路 一般国道３９８号 水浜拡幅整備事業 土木部道路課

② 〃 主要地方道 丸森柴田線 大正坂道路改良事業 〃

③ 〃 主要地方道 本吉室根線 曽坊堂道路改良事業 〃

④ 港湾 地方港湾改修事業 金華山港防波堤 土木部港湾課

⑤ 農業農村整備 経営体育成基盤整備事業（森菱沼地区） 農林水産部農村整備課

⑥ 〃 地域水田農業支援排水対策特別事業（笠松地区） 〃

⑦ 〃 広域営農団地農道整備事業（仙南東部地区） 〃

資料４



公共事業評価の流れ

事業構想

大規模事業評価 ※全体事業費100億円以上の公共事業

事
前 事業箇所評価 ※３年以内に実施予定の公共事業の実施箇所毎

新規事業箇所調書 ※翌年度に実施する新規事業箇所

事業着手

事業箇所評価 ※３年以内に実施予定の公共事業の実施箇所毎

（５年又は10年）

事
中 公共事業再評価 ※５年未着手，10年未完了，再評価後５年等の事業

（１年後及び適切な時期）

部会意見対応状況報告 ※答申で条件，意見が付された
事業

【第６回部会】

事業完了

（２年以内）

再評価事業完了報告 ※公共事業再評価を実施した事業
事 （１次事後評価）
後

【第５回部会】
（５年以内）

（試行）２次事後評価 ※実施要件等については検討中

【第６回部会】

●再評価事業完了報告書の記載項目

事業の概要 事業目的，事業内容，事業費，事業期間，施設管理状況について記載。
事業着手時～完了時において変更があった場合には，その要因を記載。

事業の有効性 事業効果の発現状況を，極力，定量・定性両面から記載。
費用対効果分析結果は，再評価（再々評価）時の算出結果を記載。

再評価部会意見 再評価（再々評価）答申で付された条件，意見への対応状況を記載。
への対応状況

今後の課題等 事業目的の達成状況の考察，そこから得られる今後の課題と対応状況等を
記載。




